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震災復旧に係る植栽地の現況について

胆振総合振興局森林室森林整備課

第17回胆振東部森林再⽣・林業復興連絡会議資料 R7.08.27 震災復旧（道有林）
被害⽊整理復旧箇所：厚真町 道有林胆振管理区111林班832⼩班(堆積地) 111林班932⼩班(崩壊地)
被害⽊整理年(堆積地)：令和3年
植栽年(堆積地・崩壊地)：令和4年(春植)
111林班832⼩班(堆積地) 樹種：カラマツ1号苗 本数：4,100本 ⾯積：2.52ha
111林班932⼩班(崩壊地) 樹種：カラマツ1号苗 本数：4,400本 ⾯積：2.70ha

被災当初（撮影年⽉⽇:令和2年12⽉3⽇）

現況（撮影年⽉⽇:令和7年6⽉17⽇）

(撮影年⽉⽇:令和3年10⽉28⽇）

（撮影年⽉⽇:令和4年6⽉11⽇）

被害⽊整理

作業期間令和4年5⽉12⽇〜令和4年6⽉1⽇

作業期間令和3年6⽉21⽇〜令和3年7⽉10⽇

植栽

R4苗⻑53cm 根経11.2mm
R5苗⻑83cm 根経16.3mm
R6苗⻑148cm 根経32.2mm
R7苗⻑200cm 根経42.9mm

・堆積地、崩壊地ともにエゾシカによる⾷害が⼀部⾒られたが、⽣育に影響は無い。
・活着率は堆積地で9割、崩壊地で7割ほど。崩壊地における⾬裂侵⾷によって植栽⽊の流出を確認。
・令和6年度から堆積地植栽箇所の下草刈りを実施。今後も継続していく。

崩壊地(中部)

崩壊地(上部)

R4苗⻑50cm 根経10.4mm
R5苗⻑71cm 根経13.3mm
R6苗⻑114cm 根経22.2mm
R7苗⻑115cm 根経42.2mm

堆積地

R4苗⻑52cm 根経11.7mm
R5苗⻑89cm 根経16.9mm
R6苗⻑160cm 根経36.7mm
R7苗⻑260cm 根経48.9mm

⾬裂侵⾷箇所
により未植栽

急傾斜地に
より未植栽
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今後の取組内容
【植栽後のモニタリング・活着調査】
地理・地形による⽣育の変化や、エゾシカ等による被害を防⽌する

ため、表層侵⾷のモニタリングや活着調査を継続的に実施する。

【植栽＋補完的（筋⼯・播種など）な⼿法の検討】
降⾬や融雪時に表層の浸⾷が発⽣し、植栽⽊の定着を阻害することで
植栽⽊の消失が発⽣すると考えられるため、崩壊斜⾯箇所において植
栽と補完的⼿法（筋⼯・播種など）により、植栽⽊の良好な⽣育と植
⽣の侵⼊・定着の⼿法を検討する。

【堆積地における下草刈りの実施】
令和6年度から堆積地における下草刈りを実施。植栽⽊の⽣育状況を⾒
ながら今後も継続していく。


